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本
館
所
蔵
の
董
源
「
雲
壑
松
風
図
」【
図
1
】
は
阿
部
房
次
郎
旧
蔵
品
（
阿

部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
一
件
で
あ
る
。
阿
部
が
蒐
集
を
行
っ
て
い
た
大
正
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
本
図
の
評
価
は
極
め
て
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ

が
、
今
日
の
視
点
よ
り
す
れ
ば
真
蹟
と
は
認
め
が
た
く
、
展
示
室
に
陳
列
さ
れ

る
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
。
寄
贈
後
に
図
版
が
紹
介
さ
れ
た
の
も
、
大
阪
市
立

美
術
館
編
『
大
阪
市
立
美
術
館
蔵 

中
国
絵
画
』（
昭
和
五
十
年
、
朝
日
新
聞
社
）

に
と
ど
ま
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
副
巻
に
つ
い
て
は
未
公
開
で
あ
る
。

さ
て
本
館
で
は
、
二
〇
一
七
年
九
月
二
日
か
ら
十
月
一
日
に
か
け
て
、「
長

尾
雨
山
が
見
た
中
国
書
画
」
展
を
開
催
し
、
併
せ
て
九
月
二
日
に
中
国
近
現
代

文
化
研
究
会
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
長
尾
雨
山
と
中
国
近
代
」
を
行
っ

た
（
報
告
は
『
中
国
近
現
代
研
究
』
第
一
八
号
に
掲
載
予
定
）。
長
尾
は
、
内

藤
湖
南
ら
と
と
も
に
阿
部
の
中
国
書
画
収
蔵
に
お
け
る
学
術
顧
問
的
存
在
で
、 

蔵
品
の
箱
書
の
多
く
は
長
尾
に
筆
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
展
で
は
、
阿
部

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
長
尾
の
題
字
・
題
跋
・
箱
書
や
、
長
尾
旧
蔵
の
中
国
絵
画

を
陳
列
し
た
【
表
】。
そ
の
際
、
副
巻
に
長
尾
が
大
字
の
行
書
で
揮
毫
し
た
題

詩
と
と
も
に
董
源
「
雲
壑
松
風
図
」
を
展
観
す
る
こ
と
と
し
、
改
め
て
調
査
を

行
っ
た
。
拙
稿
は
そ
の
報
告
で
あ
る
。
初
め
に
釈
読
を
示
す
。

【
表
】
長
尾
雨
山
が
見
た
中
国
書
画 

陳
列
作
品
一
覧
（
作
品
は
全
て
館
蔵
品
）

董
源

雲
壑
松
風
図

阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

長
尾
雨
山

行
草
書
董
源
雲
壑
松
風
図
題
詩

阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

蘇
軾

行
書
李
白
仙
詩

阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

長
尾
雨
山

楷
書
蘇
軾
李
白
仙
詩
跋

阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

黄
公
望

江
山
幽
興
図　

長
尾
雨
山
行
書
跋

阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

長
尾
雨
山

隷
書
李
成
王
暁
読
碑
窠
石
図
副
巻
題
字

阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

王
淵

竹
雀
図

阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

長
尾
雨
山

篆
書
・
隷
書
王
淵
竹
雀
図
箱
書

阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

毛
奇
齢

看
竹
図　

長
尾
雨
山
楷
書
箱
書

阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

呉
雲

雲
根
図

長
尾
雨
山
旧
蔵

胡
遠

洞
天
一
品
図

長
尾
雨
山
旧
蔵

蒲
華

［
与
長
尾
雨
山
］
雲
根
図

長
尾
雨
山
旧
蔵

陸
恢

［
与
長
尾
雨
山
］
山
塢
雲
帰
図

長
尾
雨
山
旧
蔵

呉
昌
碩

［
与
長
尾
雨
山
］
山
水
図

長
尾
雨
山
旧
蔵

鄭
孝
胥

［
与
長
尾
雨
山
］
墨
松
図

長
尾
雨
山
旧
蔵

王
震

東
坡
抱
硯
図

長
尾
雨
山
旧
蔵

董
源
「
雲
壑
松
風
図
」
と
そ
の
副
巻

	

弓
野　

隆
之
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本
幅　

絹
本
墨
画
淡
彩　

二
三
三
・
三
×
一
四
九
・
七

〔
宋
徽
宗
御
題
〕【
図
2
】

雲
壑
松
風
圖
、甲
辰
御
題
、花
押
「
御
書
」（
朱
文
方
印
） 	

宋
・ 

徽
宗	

朕
閱
董
元
畫
當
以
此
爲
第
一	

宋
・ 

徽
宗	

〔
収
蔵
印
記
〕【
図
3
】

1　

雙
龍
（
朱
文
肖
形
円
印
）	

宋
・ 

徽
宗	

○

2　

宣
和
書
寶
（
朱
文
方
印
）	

宋
・ 

徽
宗	

◎

3　

石
渠
寶
笈
（
朱
文
方
印
）	

清
・
高
宗	

◎

4　

瑞
文
圖
書
（
朱
文
方
印
）	

南
宋
・
劉
希	

◎

5　

乾
隆
御
覽
之
寶
（
朱
文
楕
円
印
）	

清
・
高
宗	

◎

6　

御
書
（
朱
文
方
印
）	

宋
・ 

徽
宗	

◎

7　

宣
元
閣
寶
（
朱
文
方
印
、
宣
文
閣
寶
の
誤
り
か
）	
元
・
恵
宗	

◎

8　

乾
隆
鑑
賞
（
白
文
円
印
、
羅
振
玉
は
乾
隆
鑑
藏
と
記
す
）

	

清
・
高
宗	

◎

9　

御
府
寶
繪
（
朱
文
方
印
）	

金
・
章
宗	
◎

10　

三
希
堂
精
鑑
璽
（
朱
文
長
方
印
）	

清
・
高
宗	
◎

11　

石
渠
定
鑑
（
朱
文
円
印
）	

清
・
高
宗	

◎

12　

□
□
子
？
□
（
白
文
方
印
）

13　

□
由
？
（
朱
文
方
印
・
右
缺
）

14　

□
谿
辶□
氏
畫
印
（
朱
文
方
印
・
右
少
缺
）

15　

世
寶
（
白
文
円
印
）		



○

16　

□
□
淸
玩
珍
寶
（
朱
文
方
印
・
右
缺
下
缺
）		



○

17　

弇
州
山
人
（
白
文
長
方
印
）	

明
・
王
世
貞	

○

18　

王
元
美
鑒
賞
（
朱
文
長
方
印
・
下
缺
）	

明
・
王
世
貞

19　

子
孫
世
昌
（
白
文
方
印
）	

明
・
項
元
汴

20　

弇
州
山
人
（
白
文
方
印
）	

明
・
王
世
貞

21　

翰
林
學
□
□
□
（
朱
文
方
印
・
左
缺
）

22　

詒
晉
齋
印
（
白
文
方
印
）	

清
・
永
瑆	

◎

23　

皇
十
一
子
（
朱
文
方
印
）	

清
・
永
瑆	

◎

24　

内
府
祕
書
之
印
（
朱
文
方
印
）		



○

〔
董
其
昌
辺
幅
題
識
一
（
別
装
）〕【
図
4
】
絹
本
墨
書　

七
五
・
五
×
五
・
〇

余
閱
内
府
收
藏

北

畫
、
此
圖
誠
爲
天
下
第
一

〔
王
世
貞
辺
幅
題
識
二
（
別
装
）〕【
図
5
】
絹
本
墨
書　

三
六
・
五
×
一
一
・
三

觀
古
人
畫
、
無
出
人
意
表
豪
發
胸
襟
者
、
定
非
名
筆
、
余
閱
兩
宋
人
山
水
、
無

有
出
北

之
右
、
而
北

此
幅
、
恐
生
平
亦
無
其
右
者
、
何
幸
得
懸
齋
頭
、
日

盤

其
閒
、
則
享
此
公
淸
福
不
淺
矣
、
瑯
琊
王
氏
元
美
自
識

「
世
貞
」（
白
文
方
印
）

〔
不
明
氏
旧
題
簽
（
別
装
）〕【
図
6
】
紙
本
墨
書　

五
三
・
一
×
三
・
二

北
宋

元
雲
壑
松
風
圖
、
天
下
第
一
神
品

〔
箱
書
〕【
図
7
】（
全
体
）
木
製　

一
六
五
・
五
×
一
六
・
五

石
渠
舊
藏
、
北
宋

北

雲
壑
松
風
圖
、
天
下
第
一
神
品	

長
尾
雨
山

「
香
雪
書
屋
書
畫
印
」（
朱
文
方
印
）	

山
本
悌
二
郎

「
二
峯
所
藏
書
畫
第
一
神
品
」（
朱
文
方
印
）	

山
本
悌
二
郎
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副
巻

〔
羅
振
玉
外
題
〕【
図
8
】
紙
本
墨
書　

四
四
・
八
×
二
・
五

天
下
第
一

北

雲
壑
松
風
圖
題
跋
甲
卷
、
永
豐
鄕
人
題

「
羅
振
玉
印
」（
白
文
方
印
）、「
羅
叔
言
」（
白
文
方
印
）

〔
羅
振
玉
題
字
〕【
図
9
】　

紙
本
墨
書　

四
八
・
七
×
一
三
三
・
四

優
入
圣
域
、
宣
統
丙
辰
冬
、
上
虞
羅
振
玉
題

「
振
玉
印
信
」（
朱
文
方
印
）、「
後
四
源
堂
」（
白
文
方
印
）

〔
コ
ロ
タ
イ
プ
図
版
〕　

紙
本　

四
八
・
六
×
二
五
・
四

〔
羅
振
玉
題
跋
〕【
図
10
・
11
】　

紙
本
墨
書　

四
八
・
二
×
一
三
三
・
六

北

雲
壑
松
風
圖
、
大
幛
雙
絹
（
１
）
、
高
逹
初
（
２
）
尺
九
尺
八
寸
八
分
、
廣
五
尺
有
（
３
）
七

分
、
幅
之
上
端
、
橫
書
雲
壑
松
風
圖
甲
辰
御
題
、
後
有
押
字
、
上
鈐
御
書
二
字

璽
、
又
縱
書
朕
閱

元
畫
當
以
此
爲
第
一
、
幅
外
裱
綾
上
、
題
余
閱
内
府
收
藏

北

畫
此
圖
誠
爲
天
下
第
一
十
八
字
、
不
署
款
、
驗
其
書
法

（
４
）

、
乃

文
敏
公

晩
年
書
也
、
幅
上
鈐
印
甚
多
、
絹
黯
多
不
可
識
（
５
）

、
其
可
識
者
、
宣
和
書
寶
、
宣

元
閣
寶
、
御
府
寶
繪
、
瑞
文
圖
書
、
石
渠
寶
笈
、
乾
隆
御
覽
之
寶
、
乾
隆
鑒
藏
、

三
希
堂
精
鑒
璽
、
石
渠
定
鑒
、
詒
晉
齋
印
、
皇
十
一
子
、
凡
十
一
印
、

在
宋

代
爲
御
府
所
藏
、
又
入
我
朝
内
府
、
後
以
賜
成
哲
親
王
、
不
知
何
時
流

人
閒
、

此
圖
淋
漓
浩
瀚
、
平
澹
天
眞
、
白
雲
依
山
、
滃
鬱
如
活
、
長
松
垂
枝
、
臨
風
疑
動
、

徽
宗
及

文
敏
竝
推
爲
天
下
第
一
、
洵
非
溢
譽
、
嘗
謂
米
海
嶽

（
６
）

評
論
書
畫

（
７
）

、
俯

視
一
切
、
雖
（
８
）
唐
宋
宗
工
、
毎
加

論
（
９
）
、
惟
低
首
下
心
于（
（1
（

北

、
其
後（
（1
（

宋
元
明
諸

大
家
、
靡
不
導
源
于（
（1
（

此
、
得
其
一
體
、
已
足
震
動（

（1
（

一
世
、
語
其
薪
傳
、
右
丞
以（

（1
（

後
、

當
推
北

爲
次
祖
、
雖
荊
關
諸
大
家
、
亦
但
有
退
而
稱
宗
已
耳
、
此（
（1
（

古
今
所
共

認
、
非
予
一
人
之
私
言
矣
、
永
豐
鄕
人
羅
振
玉
書
于
海
東
僑
舍
之
後
四
源
堂

「
羅
振
玉
印
」（
白
文
方
印
）、「
羅
叔
言
」（
白
文
方
印
）　

注　
『
南
宋
衣
鉢
跋
尾
』
と
の
文
字
の
異
動

（
1
）
大
幛
雙
輧
絹　
「
絹
本
、
雙
輧
大
幅
」
に
作
る
。

（
2
）
逹
初
尺　

こ
の
三
字
な
し
。

（
3
）
有　
「
零
」
に
作
る

（
4
）
書
法　
「
筆
迹
」
に
作
る
。

（
5
）
識　
「
辨
」
に
作
る
。

（
6
）
海
嶽　
「
老
」
に
作
る
。

（
7
）
書
畫　
「
古
今
書
畫
」
に
作
る
。

（
8
）
雖　

こ
の
字
な
し
。

（
9
）
論　
「
虐
」
に
作
る
。

（
10
）
于　
「
於
」
に
作
る
。

（
11
）
其
後　

こ
の
二
字
な
し
。

（
12
）
于　
「
於
」
に
作
る
。

（
13
）
震
動　
「
橫
行
」
に
作
る
。

（
14
）
以　
「
而
」
に
作
る
。

（
15
）
此　

下
に
「
固
」
字
あ
り
。
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〔
長
尾
雨
山
題
詩
〕【
図
12
】　

紙
本
墨
書　

五
六
・
五
×
二
五
六
・
一

「
一
生
好
人
名
山
游
」（
朱
文
長
方
印
）

壑
雲
湧
瞻
籟
生
、
謖
謖
風
入
羣
松
鳴
、

眼
前
空
翠
濕
素
壁
、
謝
朓
門
外
靑
山
橫
、

崢
嶸
巘
巇
餐
不
盡
、
天
下
名
山
萃
宣
城
、

曲
㵎
橫
石
蹙
流
泉
、
琤
琤
响
振
環
珮
聲
、

噴
薄
粉
沫
成
夕
霏
、
搖
曳
林
際
烟
霧
輕
、

倐
忽
冥

失
晝
夜
、
山
人
欲
行
不
可
行
、

北

遺
老
唐
孤
臣
、
國
破
山
河
愁
不
平
、

乾
坤
何
地
容
獨
往
、
畫
裏
欲
尋

紫

、

畢
生
祗
寫
江
南
山
、
一
片
白
雲

古
情
、

縹
緲
玄
圃
望
何
處
、
赤
城
霞
氣
半
天
明
、

衟
君
風
流
愛
畫
圖
、
不
省
烟
【
塵
】
昏
太
淸
、

五
國
城
中
風
雪
夜
、
雲
壑
松
風
入

縈

笙
洲
老
友
屬
題

北

雲
壑
松
風
圖
、
癸
酉
除
前
三
夕
、
甲

「
長
尾
甲
印
」（
白
文
方
印
）、「
雨
山
居
士
」（
朱
文
方
印
）

一
、
題
記
と
収
蔵
印

本
幅
上
方
に
宋
・
徽
宗
の
両
御
題
【
図
2
】
が
あ
る
。
も
と
辺
幅
に
あ
っ
た

董
其
昌
【
図
4
】
と
王
世
貞
【
図
5
】
の
題
記
が
、
旧
外
題
【
図
6
】
と
と
も

に
別
装
さ
れ
て
函
内
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

収
蔵
印
は
絹
が
非
常
に
黯
く
、判
読
し
難
い
も
の
が
多
い
。
後
述
羅
振
玉『
南

宋
衣
鉢
跋
尾
』
は
徽
宗
御
題
の
璽
と
「
◎
」
を
付
し
た
十
一
印
を
収
録
し
、
山

本
悌
二
郎
『
澄
懐
堂
書
画
目
録
』
も
こ
れ
に
従
う
。
阿
部
孝
次
郎
『
爽
籟
館
欣

賞
』
第
二
輯
の
原
田
謹
次
郎
「
解
説
」
で
は
、
こ
れ
ら
に
「
○
」
を
付
し
た
五

印
を
加
え
て
い
る
（「
弇
州
山
人
」
は
「
□
□
山
人
」
と
す
る
）。

こ
の
度
の
調
査
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
処
理
に
よ
っ
て
、
計
二
十
四
印
の

存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
印
文
や
他
の
書
画
作
品
で
の
用
例
の
か
ら
、
推
測

さ
れ
る
所
蔵
者
を
一
覧
に
記
し
た
。

こ
れ
ら
題
記
と
印
記
を
合
わ
せ
れ
ば
、
北
宋
・
南
宋
・
金
・
元
・
明
・
清

の
歴
代
御
府
に
蔵
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
明
で
は
項
元
汴
・
王
世
貞
が
所
蔵
し
、

内
府
に
入
っ
て
董
其
昌
が
過
眼
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
清
で
は
成
親
王
に
下
賜

さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
題
記
や
収
蔵
印
を
他
の
遺
例
と
対
照
す
れ
ば
、
真

贋
と
い
う
点
で
い
ず
れ
も
か
な
り
問
題
が
あ
る
こ
と
が
判
る
。
逆
に
言
え
ば
、

そ
れ
ら
に
よ
っ
て
本
幅
の
制
作
時
期
の
上
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま

た
絹
本
の
汚
損
状
態
も
か
な
り
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
、
縁
辺
部
で
は
古

色
を
出
す
た
め
に
鈐
印
が
肉
眼
で
は
全
く
確
認
で
き
な
い
程
に
ま
で
加
工
さ
れ

て
い
る
。
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二
、
羅
振
玉

董
源
「
雲
壑
松
風
図
」
を
日
本
に
齎
し
た
の
は
、
辛
亥
革
命
後
来
日
し
た

羅
振
玉
だ
と
思
わ
れ
る
。
羅
は
日
本
に
存
す
る
中
国
古
画
を
編
し
、
大
正
五
年

（
一
九
一
七
）
か
ら
七
年
に
か
け
て
縦
五
八
・
四
×
横
三
七
・
六
糎
と
い
う
大

判
の
コ
ロ
タ
イ
プ
図
版
『
南
宋
衣
鉢
』
五
冊
を
、
大
阪
の
博
文
堂
か
ら
出
版
し

た
。
本
図
は
、
大
正
五
年
六
月
五
日
付
で
発
行
さ
れ
た
そ
の
第
一
冊
に
、
李
成

「
雪
峯
図
」、
巨
然
「
写
唐
人
詩
意
図
」、
董
源
「
無
款
山
園
枯
木
図
」
な
ど
と

と
も
に
載
せ
ら
れ
た
。
別
に
『
南
宋
衣
鉢
跋
尾
』（
以
下
『
跋
尾
』）二
冊
が
あ
る
。

一
冊
は
羅
振
玉
が
自
ら
撰
し
た
各
図
の
題
跋
を
録
し
、
同
年
六
月
二
十
五
日
の

発
行
。
も
う
一
冊
は
羅
跋
の
長
尾
槙
太
郎
（
雨
山
）
に
よ
る
訓
読
で
、
同
年
十

一
月
四
日
の
発
行
と
な
っ
て
い
る
。

副
巻
は
、
こ
の
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
伴
っ
て
羅
振
玉
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
羅
の
篆
題
「
優
入
圣
域
」【
図
9
】
は
唐
・
韓
愈
が
「
進

学
解
」
で
孟
子
と
荀
子
と
を
「
絕
類
離
倫
、
優
入
圣
域
（
類
を
絶
し
倫
を
離
れ
、

優
に
聖
域
に
入
る
」と
評
し
た
の
に
も
と
づ
き
、人
並
み
は
ず
れ
て
聖
境
に
入
っ

て
い
る
こ
と
を
い
う
。
紀
年
は
「
宣
統
丙
辰
冬
」、
即
ち
コ
ロ
タ
イ
プ
版
が
出

版
さ
れ
た
一
九
一
七
年
の
冬
で
あ
る
。款
記
に
続
い
て
こ
の
印
刷
図
版
を
題
字
・

題
跋
に
合
わ
せ
た
寸
法
に
裁
断
し
て
挿
陥
し
て
い
る
【
図
10
】。
外
巻
の
題
簽

【
図
8
】
も
羅
の
揮
毫
で
あ
る
。

な
お
、
題
字
の
落
款
印
と
題
跋
の
款
記
に
見
え
る
「
後
四
源
堂
」
は
、
羅
が

こ
の
時
四
件
の
董
源
画
を
有
し
て
号
し
た
も
の
で
あ
る
。『
南
宋
衣
鉢
』
に
は
、

本
図
の
他
に
「
山
園
古
木
図
」「
渓
山
行
旅
図
」「
羣
峯
霽
雪
図
」
が
羅
の
所
蔵

品
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
董
其
昌
が
か
つ
て「
瀟
湘
図
」「
渓
山
行
旅
図
」「
龍

宿
郊
民
図
」「
夏
山
図
」
を
珍
蔵
し
て
「
四
源
堂
」
と
号
し
た
の
に
倣
っ
た
の

で
あ
る
。

次
に
羅
跋
【
図
11
】
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
原
文
に
付
し
た
注
は
、羅
の
『
跋

尾
』
と
の
異
動
を
示
す
。
訓
読
は
長
尾
の
『
跋
尾
』
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

図
の
評
を
述
べ
た
部
分
に
止
め
る
。

初
め
に
画
幅
上
部
に
あ
る
横
書
・
縦
書
の
宋
・
徽
宗
の
御
題
を
録
し
、
表
装

上
の
題
記
を
書
風
か
ら
董
其
昌
晩
年
の
も
の
と
断
定
す
る
。
次
い
で
徽
宗
「
御

書
」
璽
と
そ
の
他
の
収
蔵
璽
印
十
一
を
録
し
て
、
宋
代
御
府
か
ら
清
朝
内
府
、

成
親
王
ま
で
の
逓
伝
を
記
す
。
そ
し
て

此
の
図
淋
漓
浩
瀚
、
平
澹
天
真
に
し
て
、
白
雲
山
に
依
り
、
滃
鬱
活
け
る

が
如
く
、
長
松
枝
を
垂
れ
、
風
に
臨
み
て
動
く
か
と
疑
ふ
。
徽
宗
及
び
董

文
敏
並
び
に
推
し
て
天
下
第
一
と
為
せ
し
は
、
洵
に
溢
誉
に
非
ず
。
嘗
て

謂
へ
ら
く
、
米
海
嶽
書
画
を
評
論
し
て
、
一
切
を
俯
視
し
、
唐
宋
の
宗
工

と
雖
も
、
毎
に
苛
論
を
加
ふ
れ
ど
も
、
惟
だ
北
苑
に
の
み
首
を
低
れ
心
を

下
せ
り
。
其
の
後
の
宋
元
明
の
諸
大
家
、
此
れ
に
導
源
せ
ざ
る
靡
く
、
其

の
一
体
を
得
る
も
、
已
に
一
世
を
震
動
す
る
に
足
る
。
其
の
薪
伝
を
語
れ

ば
、
右
丞
以
後
、
当
に
北
苑
を
推
し
て
次
祖
と
成
す
べ
し
。
荊
関
の
諸
大

家
と
雖
も
、
亦
た
但
だ
退
い
て
宗
を
称
す
る
有
る
の
み
。
此
れ
古
今
共
に

認
む
る
所
に
し
て
、
予
一
人
の
私
言
に
非
ず
。

と
、
本
図
を
徽
宗
や
董
其
昌
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
天
下
第
一
」
の
董
源
画

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
称
賛
し
て
い
る
。
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三
、
山
本
悌
二
郎

羅
振
玉
が
日
本
滞
在
中
、
携
え
て
き
た
書
画
な
ど
を
売
っ
て
生
活
や
出
版
な

ど
の
資
と
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
雲
壑
松
風
図
」
を
入
手

し
た
の
は
山
本
悌
二
郎
で
あ
っ
た
。
そ
の
購
入
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
羅
の

帰
国
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
山
本
な
い
し
仲

介
者
に
渡
っ
て
い
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
山
本
の
蔵
品
目
録
で
あ
る

『
澄
懐
堂
書
画
目
録
』（
以
下
『
目
録
』）
の
刊
行
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
で
、

こ
の
巻
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。本
図
に
対
す
る
評
価
の
部
分
は
、『
南
宋
衣
鉢
』

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
援
用
し
て
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
頃
ま
で
に
羅
の
他
の
蔵
品
や
完
顔
景
賢
の
蔵
品
な
ど
も
、
多
く
日
本
人

の
所
有
に
帰
し
て
い
っ
た
。『
目
録
』
で
は

北

の
畫
蹟
に
し
て
近
世
の

錄
に
載
す
る
所
に
、
群
峯
霽
雪
圖
卷
、　

夏
景
山
口
待
渡
圖
卷
、

湘
圖
卷
、
秋
山
行
旅
圖
軸
、
溪
山
行
旅
圖
軸
等

あ
り
、
溪
山
行
旅
圖
軸
は
所
謂
「
江
南
半
幅
」
に
し
て
、
近
年
羅
叔
言
の

收
藏
を
經
て
大
坂
の
小
川
氏
に
歸
せ
り
。
又
北
京
完
顏
景
賢
の
舊
藏
に
係

る
平
巒
遙
村
圖
軸
あ
り
、
今
東
京
竹
添
氏
の

る
所
と
な
れ
り
…
…
此
の

雲
壑
松
風
圖
も
亦
無
款
に
し
て
、
宋
元
以
來
、
北

と
し
て
傳
へ
ら
れ
、

明
に
至
り
て

其
昌
定
め
て
北

と
爲
せ
る
こ
と
前
に
記
す
る
所
の
如
し
。

溪
山
行
旅
圖
、
平
巒
遙
村
圖
と
共
に
、
日
東
今
ま
北

の
眞
蹟
三
軸
を
有

す
る
は
、
聊
か
以
て
快
と
す
る
に
足
る
。

と
、
そ
の
獲
得
の
様
子
を
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
い
る
。

本
幅
に
と
っ
て
山
本
の
果
た
し
た
着
目
す
べ
き
役
割
は
、
現
状
に
改
装
し
た

こ
と
で
あ
る
。『
南
宋
衣
鉢
』で
は【
図
10
】に
見
る
よ
う
に
、董
其
昌
の
題
記【
図

4
】
と
王
世
貞
の
題
記
【
図
5
】
が
幅
の
右
上
と
左
下
に
嵌
装
さ
れ
、
羅
跋
も

そ
れ
に
言
及
し
て
い
た
。『
目
録
』
に

右
方
上
邊
幅
に
「
余
閱
内
府
收
藏

北

畫
、
此
圖
誠
爲
天
下
第
一
」　

の
十
八
字
を
嵌
裝
せ
り
、
款
無
し
と
雖
も
一
望
し
て

其
昌
が
晩
年
の
筆

た
る
を
知
る
、
是
れ
も
と
邊
幅
に
在
り
た
る
題
識
に
し
て
、
改
裝
す
る
に

當
り
割
截
し
て
茲
に
嵌
裝
せ
し
も
の
な
り
…
…
右
（
マ
マ
）方
下
邊
幅
に
明
の
王
元

美
世
貞
の
題
記
あ
り
、
曰
は
く
「
古
人
の
畫
を
観
る
に
…
…
」
と
。

と
あ
る
の
で
、
執
筆
時
に
あ
っ
て
は
ま
だ
改
装
を
施
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

判
る
。
改
装
に
際
し
て
、
山
本
は
函
【
図
7
】
を
仕
立
て
て
い
る
。
現
状
で
は

こ
の
両
題
記
は
旧
題
簽
と
と
も
に
本
幅
と
ば
別
に
表
具
を
さ
れ
て
、
函
内
に
納

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
函
に
は
題
字
を
刻
さ
て
お
り
、
自
ら
の
印
「
香
雪
書

屋
書
畫
印
」「
二
峯
所
藏
書
畫
第
一
神
品
」
を
鈐
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
石
渠

舊
藏
、
北
宋
董
北
苑
雲
壑
松
風
圖
天
下
第
一
神
品
」
の
書
は
山
本
の
筆
蹟
で
は

な
く
、
書
風
か
ら
推
し
て
長
尾
雨
山
の
揮
毫
で
あ
ろ
う
。

四
、
阿
部
房
次
郎

山
本
に
次
い
で
、
本
図
は
阿
部
房
次
郎
に
帰
し
た
。
阿
部
の
蔵
品
図
録
『
爽

籟
館
欣
賞
』
で
は
、
第
二
輯
（
昭
和
十
四
年
刊
）
に
収
め
ら
れ
る
。
阿
部
の
求

め
に
応
じ
て
、
長
尾
が
題
詩
を
副
巻
に
揮
毫
し
た
の
は
、
癸
酉
（
昭
和
八
年
、

一
九
三
三
）
の
歳
末
、山
本
の
『
目
録
』
刊
行
か
ら
僅
か
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

縦
幅
の
広
い
巻
子
の
た
め
で
あ
ろ
う
、長
尾
の
遺
墨
に
あ
っ
て
は
、竪
軸
に
あ
っ

て
は
時
折
見
受
け
ら
れ
る
が
、
跋
で
は
珍
し
い
大
字
の
行
草
で
筆
を
揮
る
っ
て

い
る
。

や
や
難
読
の
箇
所
が
あ
る
ほ
か
、
一
文
字
缺
字
が
あ
る
。
幸
い
京
都
国
立
博

物
館
名
誉
館
員
の
西
上
実
氏
よ
り
、
同
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
長
尾
雨
山
関
連

資
料
の
な
か
に
「
癸
酉
詩
草
」
な
る
稿
本
が
存
し
、
こ
の
一
首
が
含
ま
れ
て
い
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る
と
の
ご
教
示
を
賜
わ
り
、
当
該
部
分
を
補
訂
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
試
み
に

訓
読
と
日
文
訳
を
示
す
。

（
引
首
印
）
一
生
名
山
に
入
り
て
游
ぶ
を
好
む

李
白
「
廬
山
謠
寄
盧
侍
禦
虛
舟
」
に
「
五
岳
尋
仙
不
辭
遠
、一
生
好
入
名
山
游
」
と
あ
る
。

万
壑　

雲
湧わ

き
籟ら

い

の
生
ず
る
を
瞻み

、
謖

し
ょ
く
し
ょ
く

謖
と
し
て
風　

羣
松
に
入
り
て
鳴
る

許
多
の
谷
に
雲
が
湧
い
て
響
き
が
生
じ
、
風
は
松
林
に
入
っ
て
謖
謖
と
鳴
っ
て

い
る

籟
は
阿
部
房
次
郎
の
室
号
「
爽
籟
館
」
に
か
け
る
。

眼
前
の
空
翠　

素
壁
を
湿

う
る
ほ

し
、
謝し

ゃ
ち
ょ
う

朓
の
門
外　

青
山
横
た
は
る

眼
前
に
た
ち
こ
め
る
山
気
が
山
肌
を
う
る
お
し
、
謝
朓
の
門
外
に
横
た
わ
る
青

山
を
思
わ
せ
る

謝
朓
（464-499

）
南
斉
の
人
、
山
水
詩
を
善
く
し
た
。
宣
城
太
守
の
と
き
安
徽
省

当
塗
県
の
青
山
に
室
を
築
い
た
。

崢そ
う

嶸こ
う

巘け
ん

巇き　

餐
じ
て
尽
く
せ
ず
、
天
下
の
名
山　

宣
城
に
萃あ

つ

ま
れ
り

険
し
い
山
容
美
は
味
わ
い
尽
く
せ
ず
、
天
下
の
名
山
は
宣
城
に
あ
つ
ま
っ
て
い

る曲
澗
の
横
石　

流
泉
に
蹙せ
ま

り
、
琤さ

う

琤さ
う

と
し
て
響
振
す　

環か
ん

珮ぱ
い

の
声

曲
が
り
く
ね
っ
た
谷
河
に
横
た
わ
る
石
は
泉
の
流
れ
を
せ
ば
め
、
琤
琤
と
佩
玉

の
音
が
響
く
か
の
よ
う

粉
沫
を
噴ふ
ん

薄ぱ
く

し
て
夕ゆ

う

霏ひ

を
成
し
、
林
際
に
揺よ

う

曳え
い

す　

烟
霧
軽
し

粉
末
が
噴
き
あ
が
る
よ
う
に
夕
も
や
と
な
り
、
か
す
み
は
軽
や
か
に
林
の
際
に

ゆ
れ
た
な
び
く

倐
し
ゅ
く
こ
つ忽
に
し
て
冥め
い

濛も
う　

昼
夜
を
失
ひ
、
山
人
行
か
ん
と
欲
す
る
も
行
く
可
か
ら
ず

に
わ
か
に
暗
く
な
っ
て
昼
夜
を
失
い
、
山
人
は
歩
ま
ん
と
す
る
も
歩
め
な
い

北
苑
遺
老　

唐
の
孤
臣
、
国
破
れ
て
山
河
平
ら
か
な
ら
ざ
る
を
愁
ふ

董
源
は
先
朝
の
遺
老
で
南
唐
の
孤
臣
、
国
が
破
れ
山
河
に
平
穏
が
訪
れ
な
い
の

を
愁
う董

源
は
南
唐
の
中
主
に
仕
え
、
北
苑
副
使
と
な
っ
た

乾
坤
何
れ
の
地
か
独
往
を
容
れ
ん
や
、
画
裏
尋
ね
ん
と
欲
す　

旧
い
に
し
への
紫
荊

天
地
の
ど
こ
で
自
分
の
信
じ
る
道
を
一
筋
に
進
め
よ
う
か
、
画
中
に
昔
日
の
紫

荊
（
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
）
の
花
を
尋
ね
て
み
よ
う

畢ひ
っ

生せ
い

祗つ
つ

し
み
て
写
す
江
南
の
山
、
一
片
の
白
雲　

万
古
の
情

生
涯
謹
ん
で
江
南
の
山
を
画
き
、
一
片
の
白
雲
に
も
万
古
の
情
が
あ
ふ
れ
る

縹
ひ
ょ
う
び
ょ
う
緲
た
る
玄げ
ん

圃ぽ　

何
れ
の
処
に
か
望
ま
む
、
赤
城
の
霞
氣　

半
ば
天
明

［
画
い
た
の
は
］
何
処
に
望
め
る
の
で
あ
ろ
う
遙
か
な
る
崑
崙
山
の
神
仙
の
居

所
、
半
ば
夜
が
明
け
よ
う
と
す
る
赤
く
雲
霞
の
姿
に
譬
え
ら
れ
る
赤
城
山

道
君
風
流　

画
図
を
愛
し
、
烟
塵
太
清
を
昏く
ら

ま
す
を
省
み
ず 

宋
の
徽
宗
は
風
流
で
絵
画
を
愛
し
、
戦
乱
の
煙
が
空
を
く
ら
ま
す
の
も
気
に
と
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め
な
か
っ
た

五
国
城
中　

風
雪
の
夜
、
雲
壑
松
風　

夢
に
入
り
て
縈め

ぐ

る

五
国
城
で
の
風
雪
の
夜
、
雲
壑
松
風
図
は
夢
の
中
を
め
ぐ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

靖
康
の
変
で
金
に
俘
え
ら
れ
た
徽
宗
は
、
天
会
十
三
年
（
一
一
三
五
）
五
国
城
（
黒
竜

江
省
依
蘭
県
）
で
崩
じ
た
。

笙
洲
老
友
、
董
北
苑
の
雲
壑
松
風
図
に
題
す
る
を
属
す
、
癸
酉
除
前
三
夕
、
甲

笙
洲
老
友
が
董
源
の
雲
壑
松
風
図
に
題
す
る
よ
う
求
め
た
。
癸
酉
（
昭
和
八
年
、

一
九
三
三
）
大
晦
日
三
日
前
の
夜
、
甲

「
長
尾
甲
印
」「
雨
山
居
士
」

笙
洲
は
阿
部
房
次
郎
の
号

『
爽
籟
館
欣
賞
』
第
二
輯
の
作
品
解
説
は
原
田
謹
次
郎
が
担
当
し
た
が
、
本

図
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
山
本
の
『
目
録
』
同
様
、『
南
宋
衣
鉢
跋
尾
』
の
羅

跋
が
基
本
と
な
り
、
こ
れ
に
作
画
上
の
技
術
的
解
説
を
加
え
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
長
尾
の
題
詩
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
評
価
の
程
が
知
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

董
源
「
雲
壑
松
風
図
」
本
幅
は
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
は
い
る
が
、
実
際
に

制
作
さ
れ
た
当
時
の
偽
作
者
の
指
向
が
見
て
取
れ
る
資
料
で
あ
る
。
副
巻
の
羅

振
玉
や
長
尾
雨
山
の
遺
墨
は
、
書
法
作
品
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
付
属
品
も
含

め
て
日
中
近
代
に
お
け
る
文
物
収
蔵
史
、
書
画
鑑
賞
史
上
の
資
料
と
し
て
も
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
一
つ
加
え
て
お
き
た
い
。
董
源「
雲
壑
松
風
図
」は
阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
一
点
と
し
て
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
付
で
阿
部
孝
次
郎
氏
よ
り

寄
贈
を
受
け
た
。
だ
が
、
こ
の
時
点
で
は
副
巻
を
伴
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
本
館
の
蔵
品
台
帳
に
よ
る
と
、
副
巻
は
昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
五
日

付
で
京
都
の
古
美
術
商
か
ら
購
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、

前
任
の
中
国
書
画
担
当
者
や
古
美
術
商
の
現
在
の
御
主
人
な
ど
に
問
い
合
わ
せ

て
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
詳
し
い
こ
と
は
判
ら
な
か
っ
た
。
見
い
出
し
て
く
れ

た
前
輩
に
感
謝
し
た
い
。

付
記

長
尾
雨
山
題
詩
の
釈
読
と
解
釈
に
つ
い
て
は
、
西
上
実
先
生
は
じ
め
関
西
中
国
書
画
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
研
究
会
、
中
国
近
現
代
文
化
研
究
会
の
会
員
の
方
々
よ
り
貴
重
な
ご
教
示
を
頂

き
ま
し
た
。
収
蔵
印
の
攝
影
と
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
処
理
は
、
本
年
度
の
当
館
イ
ン
タ
ー
ン

で
大
阪
大
学
大
学
院
生
波
瀬
山
祥
子
氏
、
同
永
谷
か
の
こ
氏
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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【図１】全図
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01　雙龍02　宣和書寶03　石渠寶笈04　瑞文圖書05　乾隆御覽之寶

06　御書07　宣元閣寶08　乾隆鑑賞09　御府寶繪

11　石渠定鑑12　□□子？□13　□由？14　□谿辶□氏畫印15　世寶

16　□□淸玩珍寶17　弇州山人18　王元美鑒賞19　子孫世昌20　弇州山人

21　翰林學□□□22　詒晉齋印23　皇十一子24　内府祕書之印

� 【図２】徽宗御題

【図２】
徽宗題記

� 【図３】

10　三希堂精鑑璽
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� 【図９】羅振玉題字と印

� 【図10】図版及び羅振玉跋

【
図
７
】
箱
蓋
全
体　

箱
書　

箱
書
印

【
図
６
】
旧
題
簽

【
図
５
】
王
世
貞
識
語
と
款
識

【
図
４
】
董
其
昌
識
語

【
図
８
】
副
卷
題
簽
と
印
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� 【図11】羅振玉跋と印

� 【図12】長尾雨山跋引首印　跋前半・後半　款識　
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